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施設長ごあいさつ

こんにちは。4月1日よりサンタマリア事務長となりました北村大介です。

ご存じの通り今までは介護士長を務めておりました。この場をお借りして改めて自己紹介と

就任の挨拶をさせて頂きます。

昭和50年名古屋市生まれ。北海道にある道都大学社会福祉学部を卒業。平成11年4月

サンタマリアへ介護職として就職をしました。月日は早いもので介護現場一筋に21年。

私生活では、大学時代に始めたチアリーディングで日本代表に選ばれ世界大会で金メダルを

獲得した事や、結婚した事。今では3人の子ども(中1･小5･小2)の父親になりました。

私の社会人生活はサンタマリアと共にあります。今後共に歩んできたサンタマリアに微力

ながら貢献ができれば幸いと存じます。

私としては次に挙げる四つに焦点を絞って取り組んでいきたいと考えます。

一つ目は、国から求められている老健としての機能を十分に発揮する事。地域社会との連携はもちろん、

病院と自宅の中間施設として在宅復帰施設の役割を果たしたいと思います。二つ目は、施設の老朽化に

伴うリフォームについて全力で取り組む事。利用者様にとっては生活しやすさ、職員にとっては働きや

すさ。今後の将来像も含めて考えていきたいと思います。三つ目は、職員に向けた働き方改革。今や社

会問題となっている介護職員不足の解消。定着率を上げて環境や時代に見合った職場を作ります。四つ

目は、笑顔溢れる施設づくり。活気あるサンタマリアを目指して、安心･安全･信頼される施設にしてい

きたいと思います。介護現場しか知らない人間ですが生え抜きで働いてきた分、サンタマリアへの思い

は人一倍です。若さを全面に出して、サンタマリアの頼もしい専門職一人ひとりと真摯に向き合いなが

ら前に進めるように頑張って参ります。どうか温かい目で見守っていただきたく存じます。

皆さま こんにちは。

４月からサンタマリアの施設長に赴任致しました黄卓（こうたく）と申します。

まずは自己紹介をさせて頂きます。1947年に愛知県岡崎市中町で誕生しました。

小学生時代は割と活発で悪戯好きの子どもだったのではと自認しております。

中学ではバスケット部に所属し夢中になってコートを走り回り、高校生になって

からはラグビー部に誘われて、四六時中グランドを走らされていました。

親の勧めで名古屋大学の工学部に進学し、卒業後は機械メーカーに就職。

順風満帆な社会人生活のスタートを切ったように思われましたが一念発起して退職。

妻の出身地である京都に移住しました。塾の講師をしながら受験勉強に励み31歳時

に京都府立大学医学部に合格。37歳で医師免許を取得しました。麻酔科医として名古屋大学病院

や瀬戸市公立陶生病院に勤務していた頃は、大きな手術の度に徹夜の激務になる事も度々ありました。

その後名古屋第二赤十字病院を経て、今回ご縁あってお声を掛けて頂き、サンタマリアへ参りまし

た次第です。前任の永井先生が築かれた経営基盤を維持しつつ、利用者様に支持され、選んで頂ける

施設を目指していきたいと思います。そのためには人材確保が急務となります。働き甲斐のある職場

として、職員がモチベーションを保てるような老健となるために、何が必要かを皆様と一緒に考えて

いきたいと思います。昨今、コロナウイルス感染予防等の難しい対応を迫られておりますが、ご家族

に信頼されるよう感染対策を先んじて講じ、それぞれ自分が主役である事を認識していただきたいと

思います。共に歩んでまいりましょう。

事務長ごあいさつ新

新



新型コロナウィルス感染症流行への取り組み

・職員の手指消毒徹底、マスクの着用。

「一介助一消毒」。

・定期的な空気の入れ替え。

・次亜塩素酸を使用した、空間除菌脱臭機

「ジアイーノ」の24時間稼働。

・施設内の廊下手すり、ドアノブ等の

徹底した消毒。

・集団を回避するために、食堂場所の分散。

（フロアごとの少人数での食事）

・ご自宅を出る前の検温を依頼。

・職員の手指消毒の徹底、マスクの着用。

・送迎車、ディルームの消毒の徹底。

・春の外出レクリエーションの中止。

（状況が改善すれば、秋に実施予定です。）

・外部講師の受け入れの中止。

（自主的に書道や華道のレクリエーション

は実施しています。）

ご家族様との面会が出来ないことで、ご利用者様の中には不安になられたり、

落ち着かないご様子になられる方もいらっしゃいます。職員から安心できる

ようお声掛けをしたり、不安な気持ちを伺ったり、利用者様のお気持ちに

寄り添いながら介助をさせて頂きます。またリスクについて十分に考慮し、

（例えば電話やお手紙などで）ご家族様との繋がりが保てるよう、施設内

でも手立てを検討しているところです。皆様にご協力を仰ぐ場面も多く出て

まいりますが、何卒宜しくお願い致します。尚、少しでも施設内の様子が

分かるように、今後はホームページの更新も密に行って参りますので、

どうぞご覧下さい。（http://www.santamaria.or.jp）

お困りの事がございましたら、いつでもご遠慮なくお申し出下さい。

通所の取り組み入所の取り組み

その他（職員）

・感染防止委員会による、感染症対策の勉強。

・不要不急の外出の自粛。

・体調不良時は出勤せず自宅待機。

・「３つの密」を避け、食事・休憩場所の換気、会議の縮小や場所の変更。

・外部業者の方には、入館時の検温と手指消毒を実施して頂いています。

連日報道されている通り、今は新型コロナウィルス感染症の流行拡大を

抑えるための正念場です。当施設も隣区の施設での感染発生を受けて、

いち早く面会制限をさせて頂きました。今回の面会制限対応においては、ご利用者様ご家族様

共に、ご心配やご不便をおかけしております。また施設内での衛生材料も不足する中、マスク

のご寄付をして下さったご家族様や、関連業者様もあり、そのお心遣いに感謝申し上げます。

当施設職員、ご利用者様、ご家族様が一丸となり、総力を挙げてこの非常事態を乗り切ること

が出来るよう、今後ともご理解ご協力をお願い申し上げます。
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